
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇課題解決のため、めあて達成のた
めの手段として、授業に伝え合う活動
を取り入れる。

〇「自分の意見や感想を発表すること
が楽しい」と感じる児童を７０％以上に
する。

・話し合い活動をすることで課題を解決したり
めあてを達成したりする授業や発問を工夫す
る。
・相手の意見をよく聞き、自分の意見と比べ、
相互につながりのある発言ができるように支
援・指導する。

B

・「自分の意見を発表したり、感想交流をしたりするのは好
き」と回答した児童が52％で高学年は少ない。児童集会等で
は積極的に発言をしている。授業で、友達と意見を交わす中
で考えが深まったり、違う考えを聞いて自分の考えを見直し
たりする機会を増やす。
・今後はさらに話し合い活動が活性化するように発問を工夫
し、感想交流を好きではないとしている児童が話し合いの楽
しさを味わえるようにしていきたい。

B

・「授業が分かる」「授業が楽しい」と回答した児童が８０％以
上いるが、「考えを発表したり、感想交流をしたりするのは好
き」と回答した児童は５５％であった。前回よりやや向上は見
られたものの、目標の70％には届いていない。授業のめあて
が達成されるための話し合い活動がうまく機能していなかっ
たと考える。しかし児童は、近くの席の友達と感想や質問を
お互いに交流することはできており、今後は新しい環境のも
と、さらに全体に発信できるような支援が必要である。

B

・少人数での学習をいかして、先生方が個に
応じた細やかな指導をされている。
・家では、ゲームや動画視聴の時間が長く、
本をほぼ読まない。

各担任
研究主任
学力向上コーディネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯
定的な回答をした児童の割合を90％
以上にする。

・道徳の時間にも「伝え合う活動」を積極的に取り
入れ、多様な考えを認め合い、豊かな心が育つよ
うにして支援、指導する。
・年に１回「ふれあい道徳」を実施し、授業を地域
や保護者に公開することで、連携して道徳的な心
情を育てていく。

A

・「道徳や人を大切にする学習ではしっかり話を聞いて考え
ている」と回答した児童が82％でおおむねできている。全校
で人権教室にも取り組んでおり、友達を大切にする気持ちや
多様な考え方を認める心は確実に育ってきている。
・保護者も「学校は道徳や人権教育ができている」と７０％が
回答しており、公開授業などから理解を深めてもらっていると
感じている。

A

・「道徳や人を大切にする学習ではしっかり話を聞いて
考えている」と回答した児童は89％で、前回より向上し
た。全校で人権集会に取り組んだり、縦割り活動や総
合的な学習でお互いを認め合い、協力する活動に計
画的に取り組んできた成果だと思われる。保護者も「道
徳や人権教育がきちんとなされている」に76％が肯定
的な回答をしており、こちらも前回より向上している。

A

・交通指導の方やゲストティーチャーとして学
校に行った方から、児童はよく挨拶をすると聞
く。 道徳教育推進教師

心ゆたか部

●いじめの早期発見、早期対応に向
けた取組の充実

○「学校が楽しい」と感じる児童の割合
を85％以上にする。

・児童の発達段階に応じたいじめ防止に関す
る授業を１回以上行う。
・年間２回以上「学校生活アンケート」を実施
し、早期発見、早期対応に向けて取り組む。

A
・これまで２回「学校生活アンケート」を実施した。ほとん
どの児童が「学校が楽しい」と答えており、目標を達成し
ている。友達との関わりを「楽しい」と感じている児童が
多数である。

A

・いじめに関するアンケートを２回実施した。年度初め
に１件、いやなことを言われたという事案があったが、
すぐに事情を聞き、対応することで解消された。日頃か
ら児童の観察、細やかな指導を行い、未然防止、早期
解決に努めてきた。

A
・登下校中に高学年のリーダーシップが発揮
されている。学年が上がるにつれ、下の子の
面倒を見ようとする意識が育っている。

生活指導担当
人権同和教育担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとす
るための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認め
てくれていると思う」と回答した児童の
割合を８５％以上にする
●「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童の割
合を８５％以上にする

・児童の資質・能力を伸ばす授業づくりに取り
組むとともに、様々な体験活動を実施して、児
童の豊かな心の成長を促す。
・「より良い学校にするためのアンケート」を年
２回以上行い、児童の自己有用感、自己達成
感を把握し、指導に結び付ける。

B

・「先生たちは、一生懸命に勉強を教えたり、良い時にはほ
め、悪い時には注意してくれたりしていますか」が97％、「自
分は大切にされていると思う」が79％、「夢や目標に向かって
努力する」が　86％と、学校が安心して学べる場として機能し
ている。今後はさらに夢や目標の実現に向けてどう取り組む
べきかを、児童に寄り添い考えていく。

A

・「先生たちは、一生懸命に勉強を教えたり、良い時に
はほめ、悪い時には注意してくれたりしていますか」が
97％、「自分は大切にされていると思う」が97％、「夢や
目標に向かって努力する」が　86％と、学校が安心して
学べる場として機能している。自己肯定感が高まるよう
な取組、支援を行っていく。

A

・大良小ならではの体験活動を経験すること
が、豊かな心を育くむ一因になっている。
・先生方には児童のよい面や成長していると
ころに気付いてもらい、児童の励みになってい
る。

各担任
心ゆたか部

●望ましい生活習慣の形成 〇「大好き良い子カード」の生活チェッ
クの点数が85点以上の児童を80％以
上にする。

・「大好き良い子カード」の自己評価などを参考に、
月ごとに成長や高得点維持について賞賛してい
く。
・ノーテレビノーゲームデーを毎月1回設定し、結果
を育友会と共有する。また、保護者への周知を行
う。

B

・大すき良い子カードの生活チェックの点数が85点以上の児
童は79％であった。85点以上を目指して指導を継続していき
たい。
・ノーテレビ・ノーゲームデーを毎月1回設定した。良い子カー
ドで意識づけをしているが、家庭によって取組にばらつきが
ある。
・委員会の掲示物や保健のお便りなどで、望ましい生活習慣
の意識づけをしている。

B

・大すき良い子カードの生活チェックの点数が年間を通して８
５点以上の児童が約７９％であった。中間よりも意識して頑張
ろうとする児童が増えた。年間を通して７０点以下が３％いた
ので、特に点数が低い児童への支援、呼びかけが必要であ
る。
・ノーテレビ・ノーゲームを毎月１回設定をしたが、取組にばら
つきがあった。
・委員会の掲示物や保健のお便りなどで、望ましい生活習慣
の意識づけをしたことで、朝ごはんをしっかりと食べたり、外
で遊んだりする児童が増えた。

B

・家庭でもけじめのある生活を送らせるように
する。時間を決める、ルールをきめる、手伝い
ごとをさせるなど、親も節度ある態度で接して
いかなければいけない。

体つくり部
心ゆたか部

●「安全に関する資質・能力の育成」 ○交通安全に気を付けていると答えた
児童の割合を１００％にする。

・下校指導において、登下校中の交通安全、
日常の生活で安全に関する事項の意識づけを
行う。
・年度初めの交通安全教室と年度後期に次年
度の通学に向けた安全教室を実施する。

A

・５月に交通安全教室を実施し、指導員さんを招いて自転車
の乗り方について実際に乗って学習した。
・集団下校の際に、車に気を付けることを繰り返し話をして意
識づけした。月に１度、下校前に地区反省会を行い、自分た
ちの登下校の様子を振り返っている。

A

・集団下校の際に、車に気を付けることを繰り返し
話をして意識づけした。また、月に１度、下校前に
地区反省会を行い、自分たちの登下校の様子を
振り返らせたことで、事故に遭うことがなく、安全に
登下校させることができた。

A

・一部の児童だが、自転車を使って交通安全
教室ができたのは良かった。家に帰ってから
や休日に自転車に乗っている児童をあまり見
ない。
・登下校中の事故がなくてよかった。

生活指導担当
体つくり部

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。

・金曜日を定時退勤日として設定し、呼びかけ
を行い、実践を促す。
・業務を１人で抱え込むことがないように
サポート体制を作る。
　

B
・金曜日は定時退勤という意識づけはできているが、残
務があるままだったり、月曜日へ持ちこしたりしないよう
呼び掛けている。 A

・統合を控えていることもあり、指導要録の完
成の時期を早くした。あゆみを完成させる時
期と重ならないようにしたりした。 A

・先生になる人、なりたいと思う人が増えるこ
とが望ましい。                                          ・
学校の環境整備に地域をあげて取り組むこと
で学校を支援してきた。

管理職

●特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○教育活動や教室環境のＵＤ化に努
める教員の割合を９０％以上にする。
〇特別支援教育に関する研修を年３
回以上実施する。

・児童理解協議会を定期的に実施し、支援が
必要な児童の把握、具体的支援について共通
理解を図り、全員で実践する。
・講師を招いての研修を行い、特別支援教育
に関する専門性を身に付ける。

A

・学習につまずきが見られる児童については、家庭連絡
を行い、保護者に現状を伝えた。今後，様子を見なが
ら、手立てを考えていく。
・夏季休業中に全体研修を実施した。今後計画的に実
施する。

A

・特別支援教育に関する研修を年3回実施することで、
支援を要する児童への手立ての具体的な方策につい
て考えを深めることができた。
・児童理解協議会を実施することで、支援が必要な児
童への具体的な手立て及びその後の変化について共
通理解をし、今後の指導に生かすことができた。

A

・特別な支援を要する児童が増えているし、今
後も増えると考えられる。専門性を持って指導
にあたってほしい。

特別支援教育担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○閉校、３校統合に向けた
取組

〇閉校、統合に向けた取組の推進 〇閉校に向けた取組を確実に実施す
る。
〇安心して統合できると思う児童の割
合を95％以上にする。

・閉校式に向けて、保護者、地域の方々と連携
を図る。
・統合に向けた内容のアンケートを実施し、実
態把握をし、支援する。 B

・児童が安心して新しい学校に通学できるように、交流
活動を実施している。
・閉校準備委員会において、地域の方、育友会役員の
方と情報共有を行い、記念誌づくりや閉校式開催の準
備を進めている。

B

・統合に向けた児童への2回目のアンケートを
実施した。不安に感じている部分について
は、全校朝会や帰りの話等で支援している。
楽しみに感じている、不安に感じているは半
数ずつだった。

B

・新しい学校で児童がどのように生活していく
のか見守りたい。
・バス通学での混乱がないように乗降者の様
子に気を付けたい。

管理職
教務主任
事務主事

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・小規模校、少人数集団の特性を生かし、個に応じた授業展開、課題解決学習に取り組むとともに、学級でも、全員が集まる場でも、自分の考えを伝え、協働して深め合う学習活動を行ってきた。
　発言を苦手に感じたり、恥ずかしいと思ったりする児童がいるが、ほとんどの児童が、指名されたら自分の考えを伝えることができるし、伝えようと努力する姿が見られる。
・保護者、ゲストティーチャー、交通指導員の方をはじめ、すべての地域の方が、学校の教育活動に理解があり、協力的である。支持的な雰囲気の中、児童の優しく、豊かな心が育っている。
・教育活動中、登下校時、休日を含め、交通事故、長期休みを要するけががなく、児童は、安全を意識して生活することできた。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上、心の教育、特別支援教育等、職員が組織的に教育活動を進めることができており、校内評価の最終評価において、A評価が８項目中７項目あった。関係者評価はすべてＡ評価だった。
・前年度は校内研で取り組む教科を国語科と特別の教科道徳とした。児童が道徳の授業を好意的にとらえているとともに、保護者にも「学校は道徳・人権教育を行っている」と評価してもらった。今後も継続して心の教育にあたっていく。
・安全教育に関して、交通安全教室を開いたり、下校指導を行ったりして、児童の安全に対する意識づけをした。大きな事故やけがもなく過ごした。引き続き危機管理意識を持ち、指導していく。
・大好き良い子カードを活用しながら、児童が生活習慣を整えたり、ゲームや動画の視聴時間を自分でコントロールしたりできるように指導していく。

２　学校教育目標
心豊かで　自他ともに大切にし  共に学び合う　たくましい子どもの育成

                         ～かしこく，ただしく、たくましく～

３　本年度の重点目標

学校名 唐津市立大良小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

○かしこい子ども

よく見て，よく聴き，考えを持ち，伝え合う子

○ただしい子ども

自分も周りの人も大切にする
子ども

○たくましい子ども

基本的生活習慣が整い、
元気と落ち着きのある子ども

→
三方向から

←
三方向へ

新たな活動に向かう
「心のバネ」

※心のバネ…自己肯定感を土台に達成感や満足感のある活動を仕組み、それが次の新しい
活動への興味・関心・指向性へとつながる心のはたらき

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


